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著 書 ・訳書

『ジ ャ ッ プ の 収 容 所 』 紹 介

　　　　　　　　一第V皿部一

　　　　JaρCamρ 一Translation　 and　 Annotation　 of

Selected　 lnterviews　 with　 Citizens　 of　Owens　 Valley

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-Part　 V皿一

　　池 田　 年 穂

Toshiho　 IKEDA

　　During　 WW　 II,　some　 l　10,000　 Japanese-Americans,

two-thirds　 of　 whom　 were　 American　 citizens,　 were

intemed　 in　ten`Relocation　 Camps.'First　 settled　and　 the

most　 famous,　 Manzanar　 camp　 was　 constructed　 in

Owens　 Valley,　 Califbmia.　 So　far,　quite　 a　few　 interviews

with　 Japanese-American　 intemees　 have　 been　 conducted.

It　 seems,　 however,　 to　 be　 rather　 difHcult　 to　 find

documentation　 of　interviews　 with`ordinary'Caucasians

who　 lived　in　Owens　 Valley　 during　 the　period.

　　The　 Califbmia　 State　 University　 Fullerton　 Oral

History　 Program,　 officially　 inaugurated　 in　l　967,　 keeps

the　 tapes　 and　 its　 documentation　 of　 nearly　 2,000

interviews.　 As　 to　Japanese　 evacuation　 and　 relocation,

Professor.　 Arthur　 A.　 Hansen　 and　 his　 stafF　 began　 to

concentrate　 on　 it　in　 l973.　 Their　 eff()rts　 inevitably

included　 the　interviews　 with　 Caucasians　 living　 in　Lone

Pine　 and　 Independence,　 both　 situated　 in　Owens　 Valley

and　 only　 several　 miles　 from　 Manzanar　 camp.

　　The　 text　 used　 fbr　 translation　 is　 Camp　 　and

Co〃z〃zz〃ziりy:ルldnzanar　 and　 the　 O・wens　 吻11《 ソ,　1978&

2004,CSUF.　 The　 title　of　the　book　 was　 originallyノ@

Camρand　 was　 changed　 to　 the　 title　above　 due　 to

opposition　 and　 charges　 fbom　 a　gro叩of　 Japanese-American

militants.　 A　 couple　 of　interviews　 will　be　introduced　 in

this　article.　 One　 interview　 is　with　 a　homemaker　 who

was　 from　 Los　 Angeles　 and　 the　 other　 with　 a　male

automobile　 dealer.　 When　 the　war　 broke　 out,　they　 were

both　 in　their　 mid-thirties.　 Their　 sumame　 was　 Miller,

which　 is　coincidental　 and　 does　 not　 mean　 they　 were

husband　 and　 wife.　 Readers　 might　 refer　 interest　 to

another　 book,　 Roger　 Axfbrd,　 Too　 Long　 Silent:

ノ吻 αηθ8θ一Americans　 Speak　 Out,1986,　 which　 contains

interviews　 with　 Japanese-American　 intemees　 and

whose　 translation　 was　 published　 by　me　 in　l　991.

緒言　 CSUFの オー ラル ヒス トリー ・プ ログ

　　　　　　ラムにつ いて

　　二十世紀 に入 って 「録音」とい う技術 が誕生 した

お陰で、イ ンタ ビュー が社会学的研究 の重要 な武器

の一つ とな った。

　　カ リフォル ニ ア州 オ レン ジ郡 に位 置 す るカ リ

フォル ニ ア州 立大学 フ ラー トン校(CSUF)の

オ・一一一・ラル ヒス トリs-一一・i・プ ログ ラム は、1966年 に講

義形態 と して始ま り、翌1967年 に公的 に発足 して

い る[山 倉 明弘は、『史學』第六七巻、第 二号(1998

年3月)の27頁 で、下記 の よ うに述べてい る。

　　　　日系米人 の体験 に関す るオ ラル ヒス トリー採

取が一九六〇年代 に始ま り、七〇年代 にはい くつ か

The　 Journal　 of　Kyoritsu　 University　 of　Pharmacy　 2007.3　 Vol.2



著 書 ・訳 書

優れ た研究 が発表 され た とい うものの、一九八〇年

代 まで は強制収容 体験者 自身 の忌ま わ しい過去 を

忘れた い とい う抑 制 のお か げでオ ラル ヒス トリー

採取 の作業 はそれ ほ ど進 まなかった。その流れが劇

的に変 わ るのが、一九八〇年 代で ある。アーサー ・

ハ ンセ ンはカタル シス となった出来事 として、(一)

戦 時強制 収容 は米国政府 の主 張 して きた軍事 的必

要性 でな く人種偏 見、戦争 ヒステ リー、政治的指導

性 の欠 陥が原 因で あった とい う一九八 二年 のバ ー

ンスタイン委員会報告 、(二)そ の報告に基づいて

バ ー ンスタイ ン委 員会 が一九八 三年 に行 った国家

謝罪 と一人二万 ドルの賠償 の勧告 の二っを挙 げた。

それ以来 、続 々 とオー ラル ヒス トリー採 取 とそれ を

基 に した研 究が進 んでい る。...池 田註]。 ケー

スに よっては20時 間にまで及ぶ2,000人 近い個人

とのイ ンタ ビュー、延べ に して3,500時 間以 上の

テープが保管 され ている上 、48,445頁 の文書 と して

記録 され てい る。イ ンタビュイー らのイ ンデ ックス

も、504頁 に の ぼ るShirley　 E,　Stephenson,　 Oral

History　Co〃ection,1985(以 下OHCと 略記)と して

ま とめ られ ている。

　 その中で もと りわけ筆者 の関心を惹 くのは、1972

年 にアーサー ・A・ ハ ンセ ンを長 としてか ら、よ り

精力 的に進 め られ る事 となった、第二次大戦 中の 日

系米人強制 収容 につい てのイ ンタ ビュー(『 エ ス

ニ ック ・スタデ ィーズ』部 門の中の 「日系米人 史」

プ ログラムに含 まれ る)の 数 々であ る。筆者 の調べ

では、インタ ビュイs-一一・iは140人(同 席者 は除 く)、

インタ ビューの時期 も1966年 か ら1984年 にまた

がってい る。因み に年度毎、性別、 日系かそれ以外

かの別 につ いては下の よ うになる。

1966年6名 、

1972年9名 、

1975年3名 、

1978年16名 、

1982年3名 、

1968年1名 、

1973年51名 、

1976年17名 、

1979年2名 、

1983年4名 、

1971年 　 6名

1974年13名

1977年 　 1名

1981年 　 3名

1984年 　 5名

(不詳1名 、1981年3名 の内1名 は1982年 に もイ

ンタ ビュー を受 けている)

　男　 86名

　女 　53名

　 (不詳 　 1名)

　 日系　 　90名

　非 日系　 50名

　ユニー クな点 は、当然 と言 えば 当然 と思 えるが、

日系米人のみでな く白人(コ ーケイジ ァン)、 それ

も強制 収容 に直接 には関 わってい なか った一般市

民へのイ ンタ ビューが多数含 まれてい る事で ある。

第二次大戦 中10あ った リロケー シ ョン ・セ ンター

の内、最 も名高いの は、最初 のセ ンター でもあった

マ ンザナーで あろ う(そ れ に次 ぐの が、合衆 国政府

への 「不忠誠者」を中心 に再組織 され たツール レー

クか と思 う)。 マ ンザナー収容所 が事前 の予告 もな

いまま建設 された地元のオー ウェンス ・ヴァ レー の

住民、ほ とん どはそれ迄 日系米人 に関心す ら抱 いて

い なかった住 民の反応 を うかが うのに最適 なイ ン

タビューが、無論イ ンタ ビュイー各 々の収容所や被

収容者 へ の意識 や 関わ りにはか な りの深 浅が あ り

はす るが、このCSUFの オー ラル ヒス トリー ・プ

ログラム の コレクシ ョンの中 にい くつ も見出 し得

る。

　 こ とオー ラル ヒス トリー について は、最新 のもの

が最善 とは限 らない。筆者 も数次 にわた り日米加三

国でオー ラルイ ンクァイア リー を試みて きたが、年

月 と共 に体験者が物理的 に存在 しな くな った り、知

的 に衰 える例は多い。また、後年 になって種 々雑多

な情報 や知識 が入 った ものを あた か も 自らの体験

の よ うに錯覚 した り、自分 の経験やそ の折 の感覚 を

自分の人生 のパースペクテ ィヴの中にではな く歴史

のパ ースペ クテ ィ ヴの 中に過 度 に整理 して配 列 し

た り 「合理化 」した りす る事 も、ある程度 は避 け ら

れない。また、高齢者 によ く見 られ るが、信慧性 を

高 めよ うとい う意識か らか、年 月 日等デ ィテール に

非常 な こだ わ りを見せ る事 もある。 但 し、イ ンタ

ビューはイ ンタ ビュイー の話 の矛盾 を指摘す る事

に 目的が ある訳ではないので、裏付 けや訂正 のない

ま ま録 音 され てい く事 にな る。更 に、イ ン タビュ

アーが 白人であ るか 日系で あるか、はたまた 日本 か

ら来た研 究者 で あるか によ り、イ ンタ ビュー の内容

にニ ュア ンスの差が生 じる可能性 も高い。勿論、イ

ンタ ビュアー の側 の視 点や態 度 もイ ンタ ビュー の

成否 に影 響 を与 える。完全 にニ ュー トラル なイ ンタ

The　 Journal　 of　Kyoritsu　 University　 ofPharmacy　 2007.3　 Vol.2



著 書 ・訳書

ビュアー とい うものは存在 しないが、時 と して 自分

の歴史理解や ステ レオタイ プに とらわれ て、イ ンタ

ビュイ ーを誘導 した り、質問の内容 を自主規制す る

事 もあ り得る。これ は1991年 に筆者が翻訳 を刊行 した

Roger　Axfbrd,　T()o　Long　 Silent:Jaρanese-Americans

Speak　Out,1986、 邦題 『リロケー シ ョンー 日系米人

強制収容 の証言』西北出版 、の 「訳者 あ とが き」に

も記 した事 だが、一世の中には、 トラウマチ ックな

体 験 を過 小評価 しよ うとす る心理 メカニズ ムを見

せ る者 もいれ ば、社 会学的な レフ ァレンス ・グルー

プの求 め方 によって は 『キ ャンプ生活 は ヴァケー

シ ョン じゃった』と表現す る者 もかな りいたが、一

般 にそ う した発 言 は 日本 人 研 究 者 のイ ン タ ビ ュ

アーには好 まれ ない。

　 日系米人 強制収容 について言 えば、「公民権運動」

とい う全米 的な分水嶺 を越 え る前 と後 では、ター ミ

ノ ロジー さえ異 なって くる。そ の一つが 「ジ ャップ」

とい う呼び方 であ る。ジェシー ・ギ ャレッ トとロナ

ル ド・ラー ソンは1977年 、第二次大戦 中にオ・一一一・ウェ

ンス ・ヴァ レー の住民だ った 白人達(1人 、夫妻の

内の妻 の方 が中国系)へ のインタ ビューを20抜 き

出 してCamp　 and　 Community,　 Manzanar　 and　the

Owens　 Va〃eyと して刊行 した。 ところが、 これ は

元 々海ρCamp,『 ジャ ップの収容所 』 とい うタイ ト

ル であ り、その タイ トル で広告 も うたれていた もの

が、前年1976年 に一部の 日系市民活動家か らの強

硬 な申 し入れ に よ り変更 され た ものであ る。その顛

末 自体極 めて興 味深 く、我が国にお けるパ ラ レルな

問題 と重 ね合 わせ る事 も出来 よ うが、詳細の紹介は

他 の機会 に譲 る事 とす る。

　 合衆 国の60年 代は、公民権運動、ベ トナム反戦

運動 、反 公害運 動の三つの運動で記憶 され るで あろ

うが、ジャ ップ とい う言葉 を用 い るのは(ニ ップ も

同様)そ の時代 背景の 中では 当然忌避 され るよ うに

なっていた。それ で も、例 えばア グニ ュー ・メ リー

ラン ド州知事 の1968年 の副大統領 選挙キ ャンペー

ンの途 中での 日系二世 ジー ン ・オオイ シ に対す る

「フ ァッ ト・ジャ ップ」発 言の よ うに、深刻 な 「失

言 」事件 もお きてい る(詳 しくは、当事者 に よ り、

In　Search　ofHiroshi,1988、 翻訳 は 『引 き裂かれたア

イデ ンテ ィテ ィ』染矢清 一郎訳 、岩 波書店 、1989

年、の 中に書かれてい る)。 本稿での 「ジャ ップ」

発言 については、考察 と結語で触れ る事 とす る。

本文

　本稿では、男女一名ずつ二名 のコー ケイ ジァン と

のイ ンタビュー を紹介す る。

　なお、(18)、(19)は 、 「『ジャ ップの収容所』

紹介」 第一部 か らのイ ンタ ビュイー の通 し番 号 に

な ってい る。二人共 に姓 は ミラーで あるが、夫婦 で

はない。

(18)ポ ー リー ン ・ミラー

　　　ポー リーン ・ミラー とのイ ンタビュー。Mが

　　　イ ンタ ビュイー のポー リー ン ・ミラー を さす。

　　　 Hが イ ンタ ビュアーのアー サー ・A・ ハ ンセ

　　　ン、Bが 同 じくイ ンタ ビュアs-一一・iのデイ ヴィ ッ

　　　 ド・バー タニ ョー リをさす。イ ンタ ビュー に

　　　同席 した ミラー夫人 の夫(フ ァー ス トネー ム、

　　　 ミ ドル ネームは不明)は 、M氏 として表す。

H:ミ ラー さん、あなた の個人的 なバ ックグラ ウン

　　 ドにつ い て い くつ か質 問す る事 で 、イ ン タ

　　ビュー を始 めたいのです が。第二次大戦 が勃発

　　した時に、あなたは大体お い くっで したか?

M:35歳 くらいだったわ。

H:そ の前 もか な り長い間オー ウェンス ・ヴァ レ・一一一・

　　にお住 まいだった?

M:ll年 間ね。

H:ロ ー ンパイ ンにい らした時 には結婚 され ていま

　　したか?

M:え え。

H:ご 主人 は何 をな さっていま したか、職業です

　　が?

M:車 の販売店 とガ ソリンスタ ン ドを買 った のよ。

H:あ なたが初 めてや って来 られた時 に、ロー ンパ

　　イ ンの ことを どう思 われ ま したか?

M:神 に見放 された土地だ と思 ったわ。(笑 い)で

　　もこの土地 に暫 くいた ら一 わた しは都会 か ら

　　来 たで しょ う、こんな小 さな町 に来 るんで友達

　　み ん な と離れ た わ けだ し一 そん なに 日が経 た
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　　ぬ内 にな じんで しまって、この町が とて も好 き

　　にな ったのね。

H:1942年 にマ ンザナー収容所 が出来 る前 に、 日

　 本人、中国人、フ ィリピン人 が、誰か この ロー

　　ンパイ ンに住んでいたの をご記憶ですか?

M:い いえ.。

H:こ ち らに来 られ る前に住 んでいた ところで、ア

　　ジア系ア メ リカ人 と接触がお あ りで したか?

M:え え、元は ロサ ンゼル ス に住んでいま したか ら、

　　勿論、あち らにはい くらかいま した よ。実際は、

　　た くさんいたわね。

H:個 人 的に誰 かを知 っていた事 は?

M:そ れ はないわね。マーケ ッ トやそんな場所で顔

　　見知 りにな る とい うところね。その辺 りの あち

　　こちに集ま って住んでいたわね。とて も良い人

　　達だ ったわ。

H:と て もた くさんの一 何千 とい う数の 日系米人 を

　　収容す るとい う可能性が あるこ とに、いつ頃初

　　めて気付かれま したか?

M:そ うね、とて も短兵急 だったの よ。つ ま り、だ っ

　　て一 戦争 みた いだ った。 それ で こん な事 が始

　　ま って、そ うな ると落 ち着いてそ うい った事態

　　を考 え よ うとも しない もの よ。 実際 の ところ、

　　それ に気付 く前 に、彼 らは ここに来ていたの よ。

H:そ もそ も、マ ンザナー にやがて収容 所が出来 る

　　とい う噂が あった事 をご記憶ですか?

M:そ れ はそ うよ。噂はあったわ。そ して、わた し

　　の言 った通 り、それ に気付 く前 に、彼 らは ここ

　　に来ていたの よ。

H:ど んな類 の噂 をお聞 きになったのですか?　 ど

　　の位 の数 の噂 が この辺 りに飛 び交 ってい ると

　　考 えていま したか?

M:分 か らなかったわね。ほ ら、気付 きも しない噂

　　がた くさん あったの よ。

H:ど うい う風 に噂 が発 生 したか ご存 じです か?

　　陸軍 の工兵 が収 容所 の土 地 を測 量 に来た とか

　　そんな事か らですか?

M:そ こか ら来 たのか も知れ ないわね。ほ ら兵隊達

　　が流れ込んで きて、町 には兵隊の姿がた くさん。

　　そ うな ってわた し達 にも、ここに収容所が造 ら

　　れ、兵隊達はみなそ こを見張った り働 いた りし

　　ているのが分 かったってわけ。勿論 、何事 も余

　　りに も手早 く行 われ ていたので、それ が どんな

　　風 に起 こったのか思 い出せ ない くらいよ。

H:あ なた は大都会 か らい らした。かな りコズモ ポ

　　リタンな所 か らね。そ して、あなたが言 われ る

　　よ うに、小 さな町に越 して来 られ た。小 さな町

　　は、えて して、 とて も田舎風です よね。田舎風

　　である事 を示す一つ の点は、住民 がよそ者 に対

　　して少 しばか り疑 り深 い とい う事 です よね。

　　ロー ンパイ ンの住 民は、人種 の異 なったそれ ほ

　　ど多 くの よそ者 が 自分 た ちの コ ミュニ テ ィー

　　に入 ってきた事 につ いて、どん な反応 を示 しま

　　した か?　 住 民 はそれ につ いて ど う思 った の

　　で しよ う?

M:分 か らない わ。それ につい て余 り考 えなかった

　　の じゃないか しら。ただ、その時点で、わた し

　　達 がや らなけれ ばな らない愛 国的 な義務 の一

　　っ と考 えた って とこか し らね一 彼 らを受 け入

　　れ なけれ ばな らない、で、勿論一分 か らないわ。

　　戦 争や何 や かや でわた し達 がそれ を 当た り前

　　ととらえていただけにも思 えた しね。戦争 な ら

　　起 き て しま う事 の一つ に過 ぎな かった って わ

　　けよ。当然、それ を苦 々 しく思 っていた人 もい

　　た一 ほ ら、あん な風 に人 間を閉 じ込 めて しま う

　　なんてね。それか ら、勿論、た くさんの人 間が

　　日本人嫌 いだった。うちの娘 はまだほんの子供

　　でね。や っ と4歳 か5歳 くらいね。そ んな子供

　　に、色 んなお喋 りが耳に入 ったので、日本人 に

　　対 す る とって も変 な感情 が植 え付 け られ た の

　　ね。わ た し達が一度マ ンザナー に夕食 を食べ に

　　行 った時に、収容所 の中の人達 が 自分達 で育て

　　た素晴 らしい食べ物 を出 して くれ たのよ。野菜

　　や なんか全部栽培 していたのね。それ を並べて

　　見せ て くれ た訳 よ。それ で、娘 にそれ を食べ さ

　　せ る事 が出来 なかったの よ。娘 は、中の人 たち

　　が敵 だ と思 っていたのね。口には出 さないけ ど

　　そ う思 っていたのね。あの人 たちは敵 だ。だか

　　らあ の人 た ちの食 べ物 を食べ ちゃい けない っ

　　てね。娘 は、や っ と4歳 か5歳 くらいだ ったの

　　よ!　 娘 はそ こに座 っていたけ ど、どうや って

　　も娘 に食べ させ る事 は出来 なかった。そ んな風
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　　に感 じていた人達 は、た くさんいた と思 うわ よ、

　　は っき りとは知 らない け ど。わた しの考 えでは、

　　多かれ少なかれ、収容所 を受 け入れ るの も仕 方

　　のない事の一つだ と、皆がただ当た り前に感 じ

　　ていた って とこか しらね。

H:ど んな悪い噂 をお聞 きにな りま したか?　 い く

　　らか あった と言 う人た ちもい るんです よ。町の

　　中で。そ う、パ ーセ ンテージに直せ ば、あなた

　　の感 じた とこ ろで は どの位 に な りま す か?

　　25パ ーセ ン トが、収容所が ここに出来 るの に反

　　対 していた、それ とも10パ ーセ ン ト、いや2

　　パーセ ン ト?　 それ とも...

M:い いえ。誰 かがそれに反 対 していたなんて知 ら

　　ないわ。思い出す限 りはね。恐 らくい く らかは

　　いたんで しょう。でも、わた しは、収容所 に反

　　対 していた人 を思い 出せ ないわね。お話 しして

　　い る通 り、それ が義務だか らここに収容 所 を受

　　け入れな けれ ばな らない、当然 の事だ と思 って

　　いたの よ。収容 所 に嫌 な気分 を抱いた者 もいた

　　で しょ うね。だ け ど、収容者 達はわた し達 を悩

　　ま した りした こ とはなか ったの よ。勿論、収容

　　所の 中の人達 は外 出を許 されてい なか った。で

　　も、わ た し達 は 中に入 れ たの よ。 わた し達 は

　　行って、収容所 を見 る事が出来た。収容 された

　　人達が、全員、どんな風 に家か ら引 き離 されて

　　この収容所 に送 られ て来 たか を見 る と一 嫌 な

　　気分 にな ったわね。わた しが子供の頃、第一次

　　大戦 中に、みんなが ドイツ人に対 して どんな風

　　に扱お うと していたか、あれや これや を聞か さ

　　れていた もの よ。だか ら、それはただ一 分か ら

　　な いわね。 わ た しに関す る限 り、 わた しは若

　　かった し、それ がや らな くちゃい けない事だ と

　　納 得 して い た か ら一 も し政府 が そ う しろ と

　　言った ら、そ うす るわよ。それ に、年配の人た

　　ちは、も少 し辛辣 だったか もね。それについて、

　　余 り語 られた って記憶が ないの よ。

H:敵 意 が組織化 されたのは、少 しも思い出せませ

　　んか?

M:と んで もない。ま るっ き りそんな事はなか った

　　わ よ。それ に、誰 もが、収容 所の兵隊 さん達 に

　　は、前 とは打って変わ って親 切 に したわ。兵隊

　　さん達 は、家庭 で温 か く迎 え られ た し、あの人

　　達 はみ んな一 うちの ことを言 えば、いつ でも二

　　三 人 よんで 夕食 を とった り、ただ くつ ろい で

　　貰 った りしたわ。わた し達 が会 った兵 隊 さん達

　　は、た くさん太平洋 の島々 に行 っていたの よ。

　　ほ ら、病気 になっていた りしてね。ほ とん どの

　 兵 隊 さん達 が、病気 になった り怪我 を した りで

　　ね。程 度の差 はあれ 戦場 には出 られ ないので 、

　　ここで勤務 を していたわけよ。それ に、調子 が

　 悪 い とい うだ けの兵 隊 さん達 もた くさんい て

　 一 だけ ど、あの人達 も 日本人 の扱い方 は とても

　　良かったわ。

H:私 に とって衝撃 だ った事 の一つ は、合衆 国 の

　 様 々 な所 に10の リロケー シ ョンキ ャンプ が

　　あった。マ ンザナー収容所 とカ リフォル ニア北

　 部 のツール レー ク収容所 を除けば、収容者 が外

　　出 して周 辺 の町 に出か け られ た。 ところが 、

　　ロー ンパ イ ン とイ ンデ ィペ ンデ ンスで はそ う

　　はいかなかった。それ を どのよ うに説 明 され ま

　 す か?

M:ど うして外 出 して町 に来 るのが許 され なかった

　　のかは覚 えていないわ。け ど、み んなが話 して

　　い たのは覚 えているわ。思い 出せ る噂 では 「い

　　い さ、収容者達 はいずれ町 にや って来 て買い物

　　を した りす る さ」ってね。で も、わた しはそ ん

　　な風 には運 ばない事 が分 かっていま した。だけ

　　ど、わ た しにも理 由は分か らないわね一 当局 が

　　望 ま なか ったか らな のか ど うか一 実際 なか な

　　か大規模 な収容所 だったか ら、当局 は外 出 させ

　　た くなかったのかも知れ ませ ん。わた しには分

　　か らないわ。

H:収 容所 の横 を車 で通 り過 ぎたこ とはお あ りです

　　か?

M:勿 論 、何度 もね。それ に、何度 も中に入 ったわ。

　　お話 ししたよ うに、わた しにはあそ こで働いて

　　いる友人 がた くさんいた し、姉 も働 いていた し、

　　それ に一つ ま り、入れ たのよ。

H:そ れ じゃ、あなたは収容所 との直接 のコンタク

　　 トが とて も多かったんです ね?

M:う 一 ん。そ うで もないわ。姉や誰 かに会い に行 っ

　　ただけだか ら。それ に、これ もお話 ししたよ う
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　　に、特別な フェアー(fair)み たいな もの をやっ

　　た時 に三 四回ね。手工品や栽培 した物なんか を

　　見せていたの よ。収容者 との直接の コンタク ト

　　はそれだ けか しらね。

H:周 辺 の コ ミュニテ ィー の住 民 に とってマ ンザ

　　ナー収容所で雇われ るの は、ま るで 当た り前の

　　事で したか?

M:え え、姉の働 いてい る事務所では とて もた くさ

　　ん働 いていたわ。どの位 かは覚 えていない けど、

　　で もいたわ。幾人か は覚 えていない け ど、少な

　　く とも8人 の娘がいた に違い ない わ。それは覚

　　えてい る。それ 以上いた数については思い出せ

　　ない け ど。

H:全 般 的な経 済的影響 につ いては如何 です か?

　　オー ウェンス ・ヴァレーは戦時 中は些 か経済的

　　に不況下 にあった。ツー リス トが通って行 くの

　　が少な くな ったた めか と思いますが。収容所で

　　の雇 用状況 は如 何 で した か?　 ロー ンパイ ン

　　の 経 済 を上 向 き にす るの に役 に立 ちま した

　　か?

M:勿 論 です。収 容所 のお かげで経済 は とて も助

　　か ったわ。兵隊 さん達は、ほ ら町 に来 るの を許

　　されていた、だか ら当然 この ロー ンパイ ンにお

　　金 をもた らしたのですか ら、とて も助かったわ。

　　それで、経済の面で は、どれだ けの数の兵隊 さ

　　んがいたか知 らない けれ ど、本 当 にた くさんい

　　たか ら、当然 ロー ンパイ ンの町は助 かったわ。

　　イ ンデ ィペ ンデ ンスの町 もそ うだ ったで しょ

　　 うね。

H:あ なたの ご主人は 自動車に関わ るビジネス をさ

　　れていた。その ビジネス に、収容所がそ こにあ

　　ることが影 響 を与 えま したか?

M氏:そ うさね。なか ったね。我 々の商売は殆 ど住

　　民相手だ ったか ら、それ程影響 を与 えられた と

　　は覚 え とらんがね。鉱 山だの色んな ものが あっ

　　たか ら、我 々の ビジネ スは変わ りなかった よ。

　　尤 も、他 の時に比べてま るで同 じとい うわ けで

　　はなか った ろ うね。この町の他の商売は、食 料

　　雑貨店 も何 も、実際潤 った さ。 勿論 、政府 は、

　　た くさんの物資 を運び込んだ さ。で も、収容 所

　　のおか げで我々は大い に助か った よ。ロー ンパ

　　イ ンに来 る者 は誰 で も一 集 団で来 る しね一 少

　　しは金 を費 う。兵士達や何 かの場合 に限っては、

　　役 に立 った さ。 と言 うのも、政府 は必要 な物 の

　　殆 どを トラ ックで運び込 んだので、収容所 自体

　　か らは余 り恩恵 を受 けなかったか らなあ。

H:そ の 当時、ロー ンパイ ンで は、 「政府 が 日本人

　　を甘や か している。政府 は一般 の国民 には配給

　　になっていた物や食料 を豊 富に持 っている。し

　　か も収容 者 は明 らか にそ うした もの を購 入す

　　る機会 がある」とい うよ うな噂 がた くさんあっ

　　たのではあ りませ んか?

M:そ の点で は、大 して覚 えてい ませ ん。け ど、連

　　中が捨 てた と思 われ た ゴ ミの こ とは覚 えて い

　　ます。 我々 には、バ ター も何 も配給制 で した。

　　政府 は、バ ター をみんな連 中の元 に運 んで、連

　　中は屡 々捨 てて しま う。ほ ら、駄 目に しちゃ う

　　んです よ。そ んな よ うな事 が噂 され ていたわ。

　　わた しが 自分 で見た訳 じゃない。耳 に しただけ

　　よ。た くさんの人 間が実際 にそ うした状況 を不

　　愉快 に感 じていた と思 うわね。

H:1942年12月 にマ ンザナー で起 きた暴動 のこ と

　　は覚 えてお られ ます か?　 恐 ら く、 リロケー

　　シ ョンキ ャンプ がい くつ もあ る中で最 も有名

　　な(celebrated)暴 力事件 の例 だった と思 います

　　が。そのいわゆる暴動 の知 らせ は、町まで流れ

　　込 んできま したか?

M:え え、町 の住民 はそ のこ とを知 っていま したよ。

H:2名 の収容者 が殺害 されま した。収容所 の拘置

　　所 の前 で示威運動 があった と思 うのです が、そ

　　こでいかなる理 由があれ一

M:そ の こ とについて は微か に覚 えてい るけ ど、思

　　い 出せ る事 はそれ程 ないわね。

H:そ れで は、暴動や暴力的 な示威運動 の後 で町に

　　さ一 っ と広 まった恐怖 につ いては、何 も覚 えて

　　お られ ませ んか?　 とい うの も、治安維持 のた

　　めに憲兵 を収容所 に入れ たか らです が。

M:そ れ はい くらか思い出せ るけ ど、詳 しくはね え。

　　い え、思 い出せ ないわ。ジ ョゼ フ さんの奥 さん

　　な らた くさん覚 えているん じゃないか しら。町

　　で食料雑貨店 をや っている し、収容所 で起 きて

　　いる事 について色 々耳に してい ただろ うか ら。
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H:あ なたは収容所に慣れてしまったとい うところ

　　で したか?

M:そ うそ う。収容所の方で何か起きているとい う

　　だけで した。気にな らなかったわね。収容所に

　　ついて考 えていた事 さえ思い出せ ないくらい

　　よ。もう言ったけど、あって当た り前の事に思

　　えるものだったわね。

H:こ の町の住民の問に、戦争が終わって収容所か

　　ら解放 された ら日系米人がこの地域に留まる

　　のでは、とい う恐れはありませんで したか?

M:覚 えてないわね。考えた事さえ思い出せないわ。

　　みんな家に戻るんだ と想像 していた しね。他の

　　場所では留まった と聞いたけど、そ うじゃない

　　の?　 ニ ュー メキ シコやア リゾナではそ う

　　だったの?　 でも、ここでは、誰 も留まらな

　　かった と思 うわ。

H:あ なたはあの収容所が必要だったと思われます

　　か?

M:わ たしには答えようがないわ。

H:収 容所には敵国民もいたが、3分 の2は アメリ

　　カ市民だったんですよ。

M:え え、それはそ う。その時には、そんな事を考

　　えないのね。今ではそれが分かるんだけど。あ

　　の人達がた くさんのものを失ったのは、とても

　　恥ずべき事に思えるわ。

H:政 府は何故彼 らを収容 したとお考えですか?

　　そ うした行為に どのような正当化があ り得ま

　　すか?

M:わ たしの考えでは、誰が本当のアメ リカ人で、

　　誰が 日本人か見極めがつかなかったか らじゃ

　　ないか しら。だか ら、一緒くたに して収容 して

　　しまったのね。

H:あ なたがアメ リカ市民にして抑留されていた者

　　がいた事に気づいた時一戦争が終わってから

　　は、あなたも状況をもう少し広い視野で見る事

　　ができたで しょうから一その事であなた 自身

　　の民主的な制度 に対する信頼が幾分でも減 じ

　　るとい う事があ りましたか?　 あなたの市民

　　権が、危機的状況にあっては単なる紙切れに過

　　ぎないものになり得ると認 めるのは、ぞっとす

　　るような事ではありませんで したか?

M:う 一ん、そ うね。そ の時点 では正 しい事 だった

　　と思え るわ。お話 ししてい るよ うに、今で は、

　　多分正 しい事 ではなかった と思 え る。恥ずべ き

　　事 で した。あの中に収容 されて いた善 良なアメ

　　リカ市 民がた くさんいま した。でも、政府 な ら

　　自分達 のや っている事 を弁 えてい る、そ んな風

　　に思 って しま うもので しょ う。

H:仮 に政府が彼 らを収容せず合衆 国本土 に 日本軍

　　が侵入 していた ら、日本人 の血 を引 く者 の中に

　　は侵 略 軍 を助 ける者 が いた 、そ うお考 えです

　　か?

M:そ う考 えるわね。

H:そ れでは、そ うした恐れ が、彼 らを収容所 に閉

　　じ込 め る の に 関 わ りが あ っ た とお 考 え です

　　か?

M:え え、そ う思 うわ。

H:こ の町 の住民で あれ どこか他の土地で あれ、日

　　系 米人 に対す るそれ 以 降の態 度 は どの よ うで

　　したか?　 明 らかに、彼 らは戦前 はステ レオ タ

　　イ プ化 され ていた。 さもなけれ ば、収容所 に閉

　　じ込 め られ なかった とい う感 じも持 ちます。で

　　も、戦後 は どうで したか?　 軍 隊に入 った 日系

　　米人 の果 た した役割 は、白人 な ど日系米人以外

　　のア メ リカ人 に どの よ うなイ ンパ ク トを与 え

　　ま したか?　 勿論 、第二次大戦 中に最 も多 く受

　　勲 した442部 隊の事 を指 しているのです が。こ

　　の事 は町の中に広 ま りませ んで したか、そ して

　　幾分一?

M:え え、そ う思 うわ。思い 出せ る事 は余 りないけ

　　ど、広 まった と思 います。ロー ンパイ ンに関す

　　る限 り、日系米人 に対す る敵意 のよ うなものは

　　一度 もなかったわ。あなた方 はこ う推測す るん

　　で しょ う一 「奴 らは俺達 の敵 だか ら、ここにい

　　て欲 しくはない」ってね。わた し達 はただこ う

　　思 っていただけ一 「連 中はここにい るんだか ら

　　受 け入 れ よ う」 ってね。 恐 らく、わた し達 は、

　　彼 らの内い くらかは敵だ ろ うと感 じてはいた。

　　でも、それ でも、善 良なアメ リカ市民 もいる と

　　当然感 じもしたのよ。でも、判 断す るのはわた

　　し達 のす る事 ではなかったわね。

H:今 年の夏の事ですが、ウォー ター ゲー ト事件 の
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　　公聴 会で、戦時 中442部 隊に属 していたハ ワイ

　　選 出の上 院議 員の ダニエル ・イ ノウエ議員 が、

　　その場 にいた弁護士の一人 に 「いまいま しい ち

　　びの ジャップ(damn　 little　Jap)」 と呼ばれたの

　　は、不快 に感 じま したか?

M:え え、とて も不愉快 なこ とだ ったわ。とて も素

　　晴 らしい若 い人なんだ もの。それ には余 り同意

　　で きないわね。

H:昨 年 の春 に、マ ンザナー収容所の跡 地 に据 えら

　　れた銘 板 について はよくご存 じですか?

M:そ れ につい ては読み ま した。 思 い出せ ない け

　　ど...わ た し達は出か けてそれ を見 よ うとし

　　たんだ けど、果 た さなかった。で も、それ につ

　　いて は読みま した し、ほら古い墓地が あった所

　　に行 ってみたの よ。尤 も、そ こをきれいに して

　　銘板 を置 いて か らは近づ いた事 が ないん だ け

　　ど。

H:こ の町で銘板 に対 しての反応 は如何 で したか?

　　新 聞記事 か何 か出 ていた の を覚 えて お られ ま

　　すか?

M:新 聞に記事 は出てたけ ど、誰かがそれ について

　　え らく活動的だ った とは思わ ない わ。銘 板 を置

　　いたのは良い事で した。あの頃、わた し達は こ

　　の町 にいなか ったか ら、何が起 きたのかははっ

　　き りと思い 出せない け どね。で も、反 目が あっ

　　た とは思わないわ よ。

H:銘 板 の中の表現にい くつか議論 を呼ぶ ものが含

　　まれています。ロサ ンゼルス地区のい くらかの

　　人達 を動転 させた ものですが。それ らについて

　　の あなたの反応 を知 りたいのです が。一 つは、

　　収容所が 「強制収容所」　 (concentration　camp)

　　と呼 ばれてい る事。今一つは、収容 所の存在 が

　　 「ヒス テ リア 、 人 種 差 別 及 び 経 済 的 搾 取 」

　　 (hysteria,　racism,　and　economic　 exploitation)の

　　組み 合 わせ に よるものだ と非難 され てい る事

　　です。まず第一 に、収容 所は 「強制収容所」だ っ

　　た とお感 じです か?　 マ ンザナ ー は強制収 容

　　所だ った とい うの は、正 しい言葉遣 いだった、

　　そ う思われますか?

M:強 制収容所 だった とい う感 じがす るわ。

H:強 制収容所 について正確 に言 って何 を思い浮か

　　べ ます か?

M:そ う、マ ンザナ・一一一・がそ うであったよ うなものよ。

　　あの人達 を収容 して閉 じ込 めたんです か ら。囚

　　人 の よ うには扱 われ ていなかったけ ど、フェン

　　スに囲まれ ていた し、外 出を許 され てい なかっ

　　たんです か ら。 といっても私 の意 見 よ。良 く分

　　か らないわ。

H:そ れ では、その部分 はお気 に障 らない んですね。

　　収容 が 「ヒステ リア、人種差別及び経済的搾取」

　　に よって引 き起 こ され た とい う非難 につ い て

　　は如何 です か?

M:多 分そ うだ ったんで しょ う。

H:三 項 目すべて についてですか?

M:三 項 目すべて について、多分ね。

H:外 国籍 の 日本 人は収容 され たが、 ドイ ツ人 、イ

　　タ リア人 は収 容 され なか った事 につい ては如

　　何 です か?　 み な枢軸 国側 で したが。こ うした

　　差別 的な状況 が ど うして生 じた とお考 えです

　　か?

M:さ あ。分か りません。 さっぱ りだわ。

H:そ れが多分、あなた が銘板 に記載 され た事 に同

　　意 され た 「人種差別」 につ ながるんですね?

M:そ うそ う、多分ね。

H:収 容所 の建設 前に、陸軍 はオー ウェンス ・ヴァ

　　レー に、10,000人 でな く、100,000人 の 日系米

　　人 を連れ て来 る とい う噂 を、何 か耳 に され ませ

　　んで したか?　 そ うした場合 の結果 について 、

　　何 か狂気 じみた噂 をお 聞 きにな りませ んで し

　　たか?

M:多 分ね。思 い出す ことは出来 ないけ ど、小 さな

　　町 の噂 が どんな ものか分 かるで しょ う。多分流

　　れ ていたんで しょ うけ ど、思い 出す こ とは出来

　　ないわね。だけ ど、恐 らく噂 はあったで しょう

　　ね。

H:オ ー ウェンス ・ヴァ レー全体 でのみ んなの態度

　　につ い て は何 かお 耳 に入 っ て い ま した か?

　　私 共 はあ る方 にイ ンタ ビュー した んです が一

　　これ は信頼 できる情報源 で、マ ンザナー収容所

　　の以前 の副所長 だったロバー ト・ブラ ウン氏 な

　　んです が一イ ンデ ィペ ンデ ンスにおいては、僅

　　かの住 民 を代 表 してい ただ けの よ うです が 自
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　　警団が あって、マ ンザナーに収 容 されてい る 日

　　本人 が侵入 して来 る可能性 を防 ぐた め に民兵

　　隊 を組 織 した とい う事が あった と。それについ

　　て何か耳 にされた事 は?

M:覚 えてませ ん。あったのか も知れない け ど、思

　　い出せないわ。今現在で は思い 出せないわ。

H:デ イ ヴィッ ド・バー タニ ョー リが あなたにお う

　　かがい したい事がい くつ かあ るよ うです ので、

　　イ ンタビュアー役 を譲 ります。

B:あ なたは ご主人の ビジネスには少 しで も関わっ

　　てお られなか った?

M:え え。全然 ね。

B:マ ンザナーに収 容 された最初の収容者 の グル・一一一・

　　プ が乗 って きた車列 の事 を覚 えてい らっ しゃ

　　いますか?　 1,000人 くらいいた、ま ことに長

　　い車列で した。

M:え え、覚 えてい るわ。

B:そ れ らの車はオー クシ ョンで売 られ ま した。ご

　　主人 がそれ につい て何 か仰 っていた こ とは?

　　自動 車デ ィー ラー の ビジネス を して いた んで

　　すか ら、そ うした車 を買 うチ ャンス を活 用 した

　　んで は?

M:い いえ、 しませ んで した。

B:な るほ ど。 お出 かけに なったマ ンザナー での

　　フェアー には、あなたお一人が招かれたんです

　　か?　 それ とも町 中が招待 された?

M:町 中 よ。行 きたい者 は誰 でも招待 され たの よ。

B:た くさんの住 民が出かけま したか?

M:え え、あそ この食堂、 ど ういって も良いけ ど、

　　食堂 は満員で した。みんなが来たのはイ ンデ ィ

　　ペ ンデ ンスや一

B:人 数 を教 えて下 さいませ ん か?　 ほ ら、1,000

　　人か、500人 か、100人 か?

M:200人 て ところね。確か にそ の くらいいたわ。

　　勿論 、何 回 も開かれ た し。 わた しの行 った 時

　　は一

B:一 日がか りのイベ ン トで したか?

M:え え。収容者達が何 を していたか、何 をっ くっ

　　ていたか を見て欲 しいわね。で、わた しはそれ

　　をフェアー と呼んだ け ど、多分他 の呼び方 をし

　　た方が良いんで しょうね。それで、色んな展示

　　物 を見 てか ら、そ う、食事ね。食事 は収容者 が

　　用意 して くれ たんだけ ど、自分達 で育 てた野菜

　　なんかを見せ て くれ たわ。収容者達 がそ うした

　　事 をや り遂 げている とい うのが、そ のフェアー

　　が開かれ た趣 旨だったわ。目新 しい物 の品評会

　　み たいな ものだったわ。

B:そ れ は 日系米人達 自身 が企画 した もので した

　　か?　 それ とも、収容所 当局が?　 そ もそ も 日

　　系米人達 がや って来 て宣伝 したんです か?

M:想 像 だけ ど、当局 が、収容者達 がや っている事

　　を見せ ていたのよ。覚 えてい ないけ ど、わた し

　　の想像 ではね。

B:最 後に も う一件 大切 な点を。戦 時中、日系米人

　　部 隊が、つ ま り442部 隊です け ど、組織 され て

　　か ら、日系米人 の兵士達 の幾 らかが、町 を通 っ

　　てマ ンザナ ーの両親 を訪 ねま した。あなたは彼

　　等 と接触 を持 った り、彼等 がロー ンパイ ンにい

　　る間 どの よ うに扱 われ てい たか耳 に され た り

　　しま したか?

M:い え、覚 えて ないわ。わ た しの記憶で は、それ

　　につ いて思 い出 した のは唯一 回、彼 等 がテ レ

　　ヴィの番組 でその事 を語 った時ね。三 四ヶ月前

　　に 『バ ック トゥー マンザナー』 とかい う特別番

　　組 をや ったの よ。その番組 では、町 を通 り抜 け

　　て行 った兵隊 さん達 を見せてい たわね。で も、

　　わた し自身 は誰一 人通 り抜 けて ゆ くのを見 か

　　けた覚 えがないのよ。

B:ば った り会 うこ ともなか ったんですか?

M:え え。いずれ にせ よ、覚 えてい ないの よ。

B:ご 自宅 に招いて もてな した兵士達 は、収容所 の

　　事 を どの よ うに話 していま したか?

M:う 一ん。収容所 につ いて余 り話 した記憶 はない

　　わね。向こ うも、そ の事 はあま り話 さなかった

　　わ。

B:兵 士達 が関わった何 らかの事件 につい てご記憶

　　は?

M:な いわね。兵 隊 さん達 は余 り話 さなか った し、

　　推測 だけ ど、話すべ き じゃない とされ ていたん

　　じゃないか しら。そ う、兵 隊 さん達 は余 り話 さ

　　なかったわね。彼等 は外 出 して暫 し町 中で過 ご

　　せ るのをただ喜 んでいた、自分達 の仕事 につい
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　　て語 るのに は実際 に関心 が なかった一 そ う思

　　 うわ。収容 所に関す る事は何 にせ よ殆 ど語 ろ う

　　と しなか った。それについて思い出そ うとす る

　　には、わた しに とっては長い長 い年 月が経 って

　　 しま ったわ。(笑 い)わ た しは、余 り記憶 力が良

　　くないの よ。

H:お かげ さまで、とて も素晴 ら しいイ ンタビュー

　　にな りま した よ。 カ リフォル ニア州 立大学 フ

　　ラー トン校 の 日系米 人オ ー ラル ヒス トリープ

　　ロジ ェク トを代表 して、あなたの ご協力に御 礼

　　を申 し上 げます。

M:ど ういた しま して。

(19)ヒ ューバ ー ト ・E・ ミラー

　　 　ヒューバー ト・E・ ミラー とのイ ンタビュー。

　　 　Mが イ ンタビュイーの ヒューバー ト・E・ ミ

　　 　ラー、Bが イ ンタ ビュアーのデイ ヴィ ッ ド ・

　　 　バー タニ ョー リをさす。イ ンタビューに同席

　　 　した ミラー夫人(グ ラデ ィス ・V・ ミラー)

　　 　は、M夫 人 として表す。

B:ミ ラー さん。 日系米人がマ ンザナーに着いた時

　　に、彼 らが所有 していた車が ど うなったか教 え

　　て頂 けませんか?

M:私 の記憶す るところでは、恐 らくは少な くとも

　　2マ イル、 ロー ンパイ ンか らマ ンザナv-一・iまで 日

　　本人の ものだ った車が並んでいた よ。どの くら

　　い長 く、その車が収容所に置かれていたか覚 え

　　ていないが、3週 間か ら1ヶ 月後 には競売 に出

　　 したかな。

B:政 府 が競売 を行 った?

M:そ う聞いたんだがね。政府 の査定人がやって来

　　て、日本 人の所 有す る車 を査定 してか らそれ を

　　売 りに出 した。 と言 うよ り、い くらだろ うが、

　　査定 した値 を、 日本人 に払 ったんだ よ。聞いた

　　ところでは、車 をものす ごく安 く査定 した し、

　　余 り宣伝 もされ なか った。 競売が終 わるまで、

　　知ってい る人間は殆 どい なか った とさ。

B:そ の頃は、ロー ンパイ ンのシボ レーの販 売店で

　 働 いてお られたんですね?

M:そ の通 りさ。

B:そ れ でいて競売 の事 を耳に され なかった?

M:わ しらが知 ったのは、競 売が終わ ってか らさ。

　　覚 えて る ところ じゃ、 町の フォー ドのデ ィー

　　ラー が、一二台買ったな。や っこさん、競売 の

　　噂 を嗅 ぎ付 けて一 目散 さ。ロー ンパイ ンか らマ

　　ンザナ ーまでたった6マ イル だ よ。

B:そ の人 は、どんな風 に して噂 を耳 に したか言 っ

　　てま したか?

M:い いや。恐 らく、誰 かが収容所 に出かけていて、

　　多 分 それ か ら町 に戻 って競売 の事 を話 した ん

　　だろ う。連 中はた くさんの車 を売 ったそ うだ し、

　　残 りはブル ドーザ ーで潰 して しまった とか 聞

　　い た よ。 本 当か ど うか は知 らん。 わ しが直接

　　行 って見たん じゃないが、そん な風 に耳 に した

　　んだ よ。

B:そ の当時、収容所 が、ロー ンパイ ンの町 の発展

　　に影響 を与 えた とお考 えです か?

M:い いや。

B:少 しは経済 を活気づかせた筈ですが。

M:そ う。とて も僅 かだった ろ うがね。とい うのも、

　　何 も彼 も不足 していたか らなんだ よ。 例 えば、

　　シ ョー テ ィー と呼んで お った地元 でパ ン屋 を

　　経営 していた男 がおったが、日本人 に対 して強

　　い反感 を持 っておった。マ ンザナー で働 いてい

　　る 白人 が町にや って来 て、収容所 に入 っている

　　日本人 の友達 の ため にパ ンを買 ってい こ うと

　　す る。シ ョーテ ィーは、そ の人達 が 日本人 の代

　　わ りに買い物 をす るのだ と気付 くと、そ の連 中

　　を閉 め出 して しまった もの さ。 ど うして も、

　　売 ってや らんかった。わ しの覚 えてい る ところ

　　では、砂糖 が足 りなかった。地元 の客 に売 るだ

　　けの量 のパ ンや菓子 しかなかったか ら、日本人

　　に少 しで も売 っ てや ろ うなんぞ と考 え も しな

　　かっ た。 シ ョーテ ィー は、 そ う結論 を出 して

　　お ったんだな。

B:そ うした事一 単 なるや り過 ぎだけを さしている

　　ん じゃあ りませ ん よ一 が町 ではい く らも起 き

　　ていたんです か?

M:ど んな時 にも起 きる事だが、ひ どい敵意や悪感

　　情 を持 ってい た者 もい く らかお った。 だ け ど、

　　一般 的に考 えて一何 にせ よロー ンパイ ンの住

　　民 は一収 容所 をハ プニ ン グだ と受 け止 めて敵
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　　意はなか った な。ゴムが集 め られてお ったんで、

　　わ しらも鉄 道 の駅 に タイ ヤ を積 み上 げた もの

　　だ。 日本 人 を駅 にや って来 させて、タイヤ を貨

　　車 に積 み込ませていたな。10人 か20人 かの 日

　　本人 に 白人 の監視兵 が一人 って ところだった。

　　 日本 人 が脱 走す る とか恐れ て いた人 間 はお ら

　　んか った。 日本人は、石油備 蓄 タンクのそばで

　 働 いてお ったか ら、マ ッチを擦 ってそ こに投げ

　　入れ る とか、や りたかった ら爆発 させ るとか出

　　来ただ ろ うね。 しか し、そ こで も何 も起 こらな

　　かった。だか ら、住民が神 経質になっていたな

　　んて事は、 これ っぽっちも言 えん と思 うよ。

B:こ の ロー ンパイ ンにどの くらい住んでお られま

　　すか?

M:1935年 にや って来たんだ よ。

B:イ ン ヨ・一一一・郡 の全 人 口を上回る10,000人 もの 日

　　本人 をマ ンザ ナー に収 容 しよ うと してい ると

　　分か って、初 めに何 を考 えま したか?

M:個 人 的には、心配 は しと らんか った よ。 日本人

　　は軍 の監視 下 にお かれ るだ ろ うと考 えて いた

　　 し、そ こに来 るこ とになったんだ しね。 日本人

　　が ここに大挙 してや って来 る とい って も、誰 も

　　悩んだ りはせんか った よ。

B:あ なた ご 自身は 日本 人 と接触 を持 たれ ま した

　　か?

M:い いや。わ しは、収容 所 には3度 しか入 らなかっ

　　た。イ ンターステー ト電話 会社 の トラ ックが、

　　収容所の 中で故障 しちま った。それまで、収容

　　所 に足 を踏み入れた事は なか ったがね。ま、た

　　また まそ の会社 の 旧式のT型 フォー ドの修 繕

　　 トラックが 出払 っていたんだ よ。わ しが収容 所

　　に入 ってみ る と、連 中はわ しが銃 を持っていな

　　いか身体検査 を したんだ。わ しは連 中に、銃 な

　　ど持 ってお らん し、その会社のた めに、エ ンジ

　　ンをか けに来たんだ と言 ってや った。ところが、

　　連 中は、監視兵 を連 れて行かねばな らん と言 う

　　の さ。馬鹿 げて る と思 ったが ね。 監視 兵 を ト

　　ラックに乗せて走 ったが、こ う尋ねてみた。「ど

　　 うな って るんだね?　 この辺 り、え らく張 りつ

　　めた雰囲気 じゃないか」1942年 だか1943年 だ

　　かの12月7日 で、 日本 人は 日本の国旗 を掲揚

　　したがったが、許 可 され なかった。それで、結

　　構 な小競 り合 いが起 きたの さ。噂 では、監視兵

　　の一人 が、ライ フル銃 の床尾 で、収容者 の一人

　　の 口の ところを叩いたんだ とさ。武器庫 に行 こ

　　うとして、脚 を撃たれ た収容者 がも う一人いた

　　とも聞いたがね。

B:1942年12月 に起 きた、マ ンザナー暴動 の 日だっ

　　たのではないで しょ うか?

M:収 容所 で暴動 の起 きたす ぐ後、翌 日だ ったよ。

　　だか ら、お さお さ油断 な くして いたんだろ うな。

B:そ の 日は、監視兵 はみ んな武器 を携行 していま

　　したか?

M:あ あ、ライフル銃 をな。監視兵 が トラ ックに乗

　　り込 んで来 た時に、そ の兵 隊も銃 を持 っていた

　　よ。

B:収 容所 に入 った残 りの2回 は、どんな機会 だっ

　　たのです か?

M:一 度 は、隣に住 んでいたデ ィック ・カラスコ と

　　一緒 だった。デ ィ ックが ウエ スタン トラ ックラ

　　イ ンズの運転手 を していた時に、農産物や 肉を

　　収容所 に輸送 していたんだな。とある 日曜 日に、

　　彼 の トラ ックに便乗 して、あそ こにあのでかい

　　保冷庫 を下 ろす のを見に出か けただけなの さ。

B:あ なたが実際 に収容所 と持 った接触 か ら、日系

　　米 人 の収 容者 に対 して どの よ うな意 見 を抱 く

　　よ うにな りま したか?

M:合 衆国で生まれた 日系人の事かい?

B:収 容所 にいた人達です。

M:う 一ん、ジャ ップに手 を貸 した者 もい くらかは

　　いたか もな。で も、多 くの者 は、きっ と手 を貸

　　さなかったろ うよ。例 えば、兄貴 がモ ンテベ ロ

　　に住 んでいるんだが、マ ンザナー に収容 された

　　男 と知 り合 いだ ったん だ な一 そ の男 の名 前 は

　　知 らないが、兄貴 は、長い 間そ の男 と知 り合い

　　だっ たんだ。 そ の男 は市場 に出す農 作物 をつ

　　くっ ていた が、マ ンザ ナー に送 られ る ことに

　　なっていた。で、車 を持 ち込 んではいかん とい

　　うので、自分 の車 を兄貴 に売 ろ うとした。この

　　男 は、父親や兄弟 二人 と喧嘩 しておった。 自分

　　はこ こ合衆 国で生 まれ育 ち、学校 に も通 い、結

　　婚 も した し、家族 もいる。それ で、父親 に向かっ
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　　て、日本 に行 く気な ど金 輪際ない と言 ったんだ。

　　 日本 に親戚がい るの は分か ってお ったが、日本

　　人の習慣や 生活様式 にっ いては知 らんかった。

　　ここがその男の故国で、だか ら彼 は留まってマ

　　ンザナー に入 る と言い張 った。つま りは、連 中

　　の 内い くらかは この 国に留 ま るこ とに した し、

　　我々のや り方 を信 じてお ったわ けだ。それか ら、

　　 日本人が攻撃 して きた ら、手 を貸 しただ ろ う人

　　間 もい くらかいたの も確かだ ろ う。

B:形 を変 えた質問です が、日本人を全員収容 した

　　のが正 しか った と思 っていますか?

M:い いや 、それが正 しかった と思った事は一度 も

　　ないね。

B:ヨ ー ロッパに出陣 した 日系米人部隊442部 隊 に

　　ついてお聞 きにな った こ とはお あ りですか?

M:あ あ、ウィ リアム ・バ ウア・一一一・か ら聞いたな。同

　　 じ中隊か ど うか分か らんが、バ ウアーが戦争か

　　ら帰 って きて、我々は どこかで集 ま りを持 った

　　んだ よ。誰かが、 日本人 について手厳 しい事 を

　　言ったんだな。バ ウアーは、あっ ちで 日本人の

　　兵 隊達 と付 き合 い があ った一 あんた が話 して

　　い るの と同 じ連 中か も知れん な一 で、バ ウアー

　　の意見で は、日本人のやっての けた ことか ら考

　　えて、日本 人に勇敢 さでかな うのは殆 どお らん

　　とい う事だ。

B:そ れで は、442部 隊は、その 当時のあなたの意

　　見 を好ま しい もの に した?

M:そ う、アメ リカ人だった人間 には好感 情 を持っ

　　たな、 うん。わ しらの生活様 式 と国家 に賛成な

　　ら、日本 人に悪 意な どこれっぽっ ちも持 たん よ。

B:ミ ラー さん。 あなたは、1973年 の4.月 にマ ン

　　ザナ ー収容 所跡 に設 け られ た記念 の銘 板 には

　　通 じてお られ ますか?

M:い いや 、知 らん な。遠 くか ら眺めた ことは ある

　　んだ が。 わ ざわ ざ行 って読 んだ ことはな いな。

B:銘 板 の二語 が、議論 をよんだのですがね。それ

　　で、マ ンザナー収容 所の よ うな収容 所が強制収

　　容所(concentration　 camp)で あると述べてい る

　　部分 へ のあ なたの反応 は ど うか とお尋 ね した

　　いのですが。あなたは何 度か収 容所に足 を踏 み

　　入れ、収容 所の展開について もよく知 るよ うに

　　なった、その限 りで、あなた は、マ ンザナー は

　　 「強制収容所」だった とい う表現 に納得 され ま

　　す か?　 あなたは、マ ンザナー が、あなたの感

　　じる強制収容所 であった とお考 えです か?

M:あ んた が強制収容所 を どう定義 しているのか分

　　か らないのでな。確 かに連 中は、あそこに収容

　　され たんだが、わ しには、強制収容所 の定義 が

　　分 か らんでな。強制収容所 では どんな事 が起 こ

　　り、実際 に何 を意 味 しているかだがね。わ し自

　　身 は入れ られ た事 がないか ら、何 とも言 い様 が

　　ない。わ しが聞いた呼び名 は、いつ で もマ ンザ

　　ナー収容所(Manzanar　 Internment　Camp)だ った

　　よ。

B:銘 板 の下の方 にあ る、「ヒステ リア、人種差別 、

　　経 済 的搾 取 」　 (hysteria,　racism,　and　economic

　　exploitation)が ない まぜ になって収容所 が出来

　　たの だ とす る表現 に もまた議 論 が色 々 とある

　　んです。あなたは、その表現が、当時の状況 の

　　公平 な評価 だ とお考 えです か?

M:ど う答 えていいのか分 か らないな。 うん、部分

　　的 には、人種差別 だったろ うさ。

B:ど うや ら、収容所 を閉 じた後 、た くさんの物 が

　　売 りに出 され た らしい。そ うしたセール に加 わ

　　りませ んで したか?　 例 えば、何 かを買 った と

　　か?

M:あ あ、家 内 とわ しで、そ こで売 りに出 され た建

　　物 を一軒 買ったよ。白人が住ん でいた と言 われ

　　ていた一 日本人 の住 まいではなかった よ。ロー

　　ンパイ ンの様 々な人 間が、何軒 か買ったよ。半

　　分 に して、 その侭 町 に持 って きた んだ。 ウイ

　　ロ ゥモ ーテル が3軒 、エルマー ・シュ レー ダー

　　が買った ランチモ ーテルが2軒 買ったか な。

　　ロー ンパ イ ン ドラ ッグス トア を昔持 ってい た

　　べ ン ・べ 一カー も、一軒買 った はずだ な。ロサ

　　ンゼル スか ら来 た人 間達 も多分8軒 は買 ってい

　　る。 連 中 は ロサ ンゼル ス に運 んで ゆ くつ も り

　　だったんだな。 ところが、解体 しちゃい かん と

　　言 われ た。連 中は、わ しらがや ったよ うに半分

　　に して移動 させ るわけにはいかんかった。それ

　　で、パ ングボー ン地 区、まあ人 によっちゃノー

　　スロー ンパ イン と呼んでいるが、こっちで始末
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しちま ったんだが、今で もウイ ロ ゥモーテルに

残 ってい るよ。その連 中が買った内の3軒 がバ

ス ター ・ス ィングロー ヴァー と ドン ・ブ ランソ

ンに又売 りされて、今で もウイ ロ ゥモーテルに

残 ってい るってわ けさ。

ウイ ロゥモーテル

B:そ のバ ラックは幾 らぐらいで求め られたんです

　　か?

M:わ しの記憶で は、い くらで買ったか とい うと、

　　ロー ンパ イ ンに運 んで くる費用 は別 と して、

　　900ド ル くらいだ った。200ド ル か300ド ルで

　　買 うべ きだ ったんだ。はっき り言 える訳 じゃな

　　いが、ベ ン・べ一 カー が始 めて買ったのには250

　　 ドル しか払わ なか った と聞いた よ。

B:で 、 あなた は結 局900ド ル で購 入 され た?

　　ロー ンパイ ン地 区で は、収容 されていた人間の

　　方が、明 らかにあ る種の物資 を一 時には配給 と

　　な っていた物 資 を手 に入れ られた とい うので、

　　敵意が あった とい う噂がず っ とあ りますね。戦

　　時下だ とい うので、オー ウェンス ・ヴァ レーの

　　住民 には入手で きなか った もの をね。ミラー夫

　　人 、そ うした状 況へ の ご意 見 を うか が えます

　　か?

M夫 人:そ う、その通 りよ。収容所の 中には店が あっ

　　て、戦争 中ずっ とあた し達にはま るで手に入 ら

　　なか った物 を、収容 されていた 日本 人 には買 え

　　るよ うに していたの よ。長い間あた し達にはバ

　　ターが手 に入 らなか ったのは覚 えてい る。そ う

　　 した ら、誰 かの撮 った写真が ロサ ンゼルス タイ

　　ムズ紙 に載 って、その写真では トラックー杯 の

　　バ ターがそ こ じゃ駄 目になっていたの よ。間違

　　いな く 日本人 に は殆 どいつ で もバ ター が あっ

　　たってわけね。勿 論、あた しは、収容所 のみ ん

　　ながバ ター を手 に入 れ てい たか ど うか は知 ら

　　ないけ ど、店 で買 えたの よ。収容所 には、お茶

　　や煙草 もあったわ。 どれ も、収容所 の外 では珍

　　しかった物 が色 々ね。

B:あ なた は しょっちゅ う収容所 に行 かれ ていたん

　　です か?

M夫 人:し ょっちゅ うとは言 って ないわ よ。でも何

　　度 も出か けた し、その店で買 い物 を したの よ。

　　こち ら側 に住 んでいて、収容所 を訪ね た際に物

　　を買って きた人 間を他 に何 人 も知 ってい るわ。

B:収 容所 が解 体 された時に、町の人 の中に、日本

　　人収容者 がオー ウェンス ・ヴァ レー に残 って し

　　ま うんで はない か とい う恐れ が あった か ど う

　　か、 ご記憶 で しょ うか?

M夫 人:い い え、そ んなこ とを耳に したこ とは思い

　　出せ ないわ。聞 いて いたけ ど忘れ ちゃったって

　　可能性 はあるわよ。でも覚 えている限 り、残 り

　　たがっている人 はいなかったわね。多分 、元 々

　　や って来た南 の方 に帰 りた かったで しょ うね。

　　でも、あそ こに収容 されていた人達 は良い人達

　　だった と、本 心か ら思 うわ。収容所 内の 「交流

　　の 日」(Reciprocity　Day)に 出かけた時に も、殆

　　どの人達 が良い人達 だったわ。尤 も、こんな大

　　きな企画 を行 っていた晩に、一度 だけ、収容者

　　の側 にかす かな敵意 が潜 ん でい る と感 じた事

　　があ りま した。

B:収 容者達が企画 を行い、地域 の人達 を招待 した

　　んです か?

M夫 人:え え。娘 はその頃まだ小 さかったけ ど、娘

　　を トイ レに連れ て行 きたかったのね。でも、み

　　んな が壁 み たい に立 ちはだ かって わた しを通

　　そ うとしないのよ。ち ょっ と、狼狽 えて しまっ

　　たわ。 その人達 が少 しも動い て くれ ない 内に、

　　婦 人用 トイ レの列 が しっか り出来 て しま って

　　ね。そ の辺 りにいた のは女 の人達 だけで男 の人

　　達 は いなか った わ。 わた しは通 り抜 け られ な

　　かったんで、結局列 の後 ろの方 に行 って並 んだ

　　わ。で もそ んな嫌 な思い を した のはそ の時だけ

　　よ。収容所 で挨拶 した人達 は殆 どが気持 ちの良
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　 い人達だ ったわ。

B:ミ ラー さん。奥 さん。カ リフォルニア州立大学

　　フラー トン校 の 日系 米人 オー ラル ヒス トリー

　 プ ロジェク トを代表 して、御 礼 を申 し上げます。

臥

考察 と結語

ローンパイン収容所配置図

A:イ ン タ ビュイー につ いて

　 ポー リー ン ・ミラー は、1906年 生 まれ。 イ ンタ

ビュー は、1973年12月20日 に、カ リフォルニア

州 ロー ンパイ ンの ノース ジャク ソン330番 地で行

われ た。35分 のテープな どが残 されてい る。

　 ヒュ・一一一・バ ・一一一・ト・E・ ミラー は、1905年 頃生まれ。

インタ ビューは、1973年10月4日 に、カ リフォル

ニア州 ロー ンパ イ ンで行 われ た(そ の先の住 所は不

明)。25分 のテープな どが残 されてい る。

　姓 は同 じであるが、夫婦 ではない。 どち らも、収

容所建設 時に30代 半ばで あった。 イ ンタビュー 中

にある よ うに、比較 的moderateな 見方 を してい る。

　 ・ポー リー ン ・ミラー:あ なた方は こ う推 測す る

んで しょ う一 「奴 らは俺 達の敵だか ら、ここにいて

欲 しくはない」ってね。わた し達はただ こ う思 って

いただけ一 「連 中は ここにい るんだか ら受 け入れ よ

う」ってね。恐 らく、わた し達は、彼 らの内い くら

かは敵 だろ うと感 じてはいた。でも、それで も、善

良なアメ リカ市 民 もいる と当然感 じもしたの よ。で

も、判断す るのはわた し達のす る事ではなかったわね。

　 ・ヒューバ・一一一・ト・E・ ミラv-一・i:そう、アメ リカ人

だ った人間 には好感情 を持 った な、うん。わ しらの

生活様 式 と国家 に賛成 な ら、 日本人 に悪意 な どこ

れ っぽ ちも持たん よ。

B:「 ジャ ップ」 につ いて

　 次いで、　 「ジャ ップ」発言 であ るが、本稿で は、

ポー リー ン ・ミラー のイ ンタ ビュー の中で、イ ンタ

ビュアーのアーサー ・ハ ンセ ンが、 「今年 の夏 の事

ですが、ウォー ター ゲー ト事件 の公聴会で、戦 時中

442部 隊に属 してい たハ ワイ選 出の上院議員 のダニ

エル ・イ ノウエ議員 が、そ の場 にいた弁護士 の一人

に 「いまいま しいちびのジャ ップ(damn　 little　Jap)」

と呼ばれたのは、不快 に感 じま した か?」 と問 うて

い る。また、ヒュv-一・iバv-一・iト・E・ ミラー とのイ ンタ

ビューの 中で、 ミラーが、 「う一 ん、ジャ ップに手

を貸 した者 もい くらかはいたか もな。で も、多 くの

者 は、きっ と手を貸 さなかったろ うよ。」 と答 えて

い るが、この場合 には、 「ジャ ップ」は、 「日本軍」

を指 して使 ってい る。

　 本書のJap　 Camp(『 ジャ ップの収容所』)と い

う書名 が、圧 力 によってCamp　 and　Co〃lmunityに 変

更 を余儀iなくされた事は、アーサー ・ハ ンセ ン教授

が述べてい る ところで あるが、renamingに つ いて、

以下 に興味深い事例 を紹介す る(イ ンターネ ッ トで

日系米 人 関係 の情報 には繁 くア クセ スす る よ う努

めてい るが、この事例 に関連 してここで紹介す るの

は、何 百 とある記事 の中の3件 に留める。年 月 日は、

ア クセス時点や更新時点 を指すので はな く、あ くま

で記事その ものの 日付で ある)。

　 1-1)2006年8月14日 付 けの在 ヒュー ス トン 日

本国総領 事館 の邦文HPで は、　 「平成18年 度外務

大 臣表彰受章者決定」として、テ キサ ス州 関係 では、

スペース シャ トル 「デ ィスカ ヴァ リー」に搭乗 した

野 口聡一氏 と並んで、サ ン ドラ ・チカ コ ・タナマチ

夫人が表彰 され た とアナ ウンス してい る。 内容 は、

次の通 りで ある。

　 【・サ ン ドラ ・タナマチ氏 は、テ キサ ス州 にある

「ジャップ ・ロー ド」とい う蔑称 が付 け られ た道路

の改名 運動 を始 め、困難 に立 ち向かいっっ も全米 か
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ら支援 を取 り付 けてそ の道路 の改名 を成 し遂 げま

した。

　 ・日系市民連盟(JACL)ヒ ュース トン支部の理事

として、日系人の地位 向上 と 日米関係 の友好促 進 に

貢献 され ま した。

　 ・24年 間の教員生活 を通 じ、 日系3世 としての

自身 の経験 を踏 まえ、人種差別の危 険性 や異文化交

流 の重 要性 を子供 たちに伝 えてきま した。その功績

か ら、これまでに優 れた教員 が受 ける数 多 くの表彰

を受章 しています。 】

　 1-2)在 ヒュース トン 日本国総領事館 の英文HP

を見る と、説 明は詳 しくなる。

　 【日系三世 のタナマチ夫 人は、生まれ も育 ちもテ

キサス州。1992年 以来、夫人 はテ キサス州 ボーモ

ン トにあ る通 り 「ジャ ップロー ド」　 (Jap　Road)の

名 を改 め るよ うキャンペー ンを展 開 してきたが、地

元 の役人や住 民の大 きな抵抗 にあった。改名 を求 め

るキャンペ ー ンの問、夫人 は、脅迫や嫌が らせ、罵

署雑言や経 済的圧力 に耐 えて きた。2001年 には、

トマス ・ク ワハ ラ氏 と力を合 わせ る事になった。氏

は、ル イジアナ州 生まれ のベ トナム帰還兵 だが、サ

ンア ン トニオ に向か う途 中偶然 通 りの標 識 を見か

けたのである。二人 は、5人 か らな る委員会 を組 織

し、全米的規模 で圧 力 をか けるキ ャンペー ンに乗 り

出 した。キャンペー ンは、ビル ・ク リン トン大統領

を始 め とす る実力者か らの支持 を得 た。2004年7

月19日 に、長 い聴 聞会の後、ジ ェファー ソン郡 コ

ミッシ ョナー会議 は、全員一致 で 「ジャップ」ロー

ドの名 の 変 更 に賛 成 投 票 を した 。 この勝 利 は、

フォー トベ ン ド郡や オ レンジ郡 におけ る、同様な通

りの標識 を変 えさせ る事 に結びつ いた し、後 には、

「テ キサ ス州 にお けるいか なる公 共施設 や機 関 に

おいて もいか な るエ スニシテ ィに対す る中傷 も禁

ず る」 とい う立法 に結実 した。 】

　註1:テ キサス州 ジェファー ソン郡 は、2000年

の国勢調査 では、人 口252,051人 。 内ア ジア系が

7,274人 居住す る。 ジ ェファー ソン郡の 中にボーモ

ン ト(2000年 の国勢調査 では人 口113,866人)が あ

り、 さらにその郊外 にファネ ッ ト(2000年 の国勢

調査 では人 口105名)が あ る。註2:オ レンジ郡は、

カ リフォル ニア州 のそれ ではな く、テキサス州のオ

レンジ郡で ある。

　 2)次 に、　 「テ キサスの"ジ ャップ ロー ド"は 消

えるべ きだ一7月19日 の公聴会 に向けて請願書 に

署名 を求 める」 と題 した、2004年7月13日 付 けの

JACLのHPの 記事 を紹介す る。

　 【テ キサスのボーモ ン トの近 く、ジェファー ソン

郡 に ジ ャ ップ ロ ー ドと呼 ばれ る通 りが あ る。

「ジャップ ロー ド」とい う名 前 は、この地 に入植 し

た 日系移民の功績 を称 えるものだ と言われ る。我 々

は、この名 を 「恥辱」である と断言す る。 この地 の

歴史で は、お よそ100年 前 に 日本 か らの移民 がテ キ

サス にやって来、い くらかはボーモ ン ト地 区に入植

した。彼 らが開拓 し耕 し、テ キサ スを米作州 に した

のだ。彼 らは、学校や教会 を建 て、コ ミュニテ ィー

に貢献 し、や がてその一部 となった。 この通 りは、

巷 間伝わ るところでは、そ うした先覚者 を称 えて名

付 け られた とい うが、日系米人社会 は、称 え られて

い る とは感ぜ られ ない。1993年 に、地元の 日系米

人 の住 民 が名 前 を変 え よ うと言 うキ ャンペ ー ンに

乗 り出 したが、他の住民 はそれ を拒 んだ。日系米人

の住民 は、改名す る権限 を持 ってい るの は、正式 に

郡 コ ミッシ ョナー会議 のみだ とい うこ とに気付 き、

懇 請 した。しか しなが ら、ジェファー ソン郡 コ ミッ

シ ョナー会議は、 「「ジャ ップロー ド」 とい うのは

人種 的 中傷 ではな く嘗て この地 に住 んで いたマユ

ミー家 を称 えてい るのだ」とい う主張 をまげない地

元住民の好み を優 先 した。我々 は、それ を 「侮辱」

ととる。何年 に もわたって、山ほ どの手紙 、そ の中

には(テ キサス州の もの とは限 らない)上 下 両院議

員か らのものも含 まれ てい るのだが、手紙が届 き、

郡 コ ミッシ ョナー会議 に嘆願 が な されたが、この尊

厳 を傷つ ける名 は残 った。1986年7月28日 に、連

邦議 会 は、 「ジャ ップ」とい う語 は人種的 に不快感

を与 える語であ り、いかな る連邦所有の土地 ・建物

に も使 用 を禁ず ると述べた議会決議290を 発 した。

しか るに、ボーモ ン トで は、この侮辱的 な名 が残 っ

た。今年初 め、テ キサ スの 「失われた大隊」　 (Lost

Battalion)　 (第36テ キサ ス師 団に含 まれ る)の 退

役軍人達が、ジェファー ソン郡、オ レンジ郡 の郡 コ

ミッシ ョナー会議 に向 けて、第二次大戦 中に彼 らを

救 うた めに、困難 をもの ともせず、ある者 は生命 を
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失 い、あ る者 は肢 体不 自由者 になった、日系米人の

みか らな る442部 隊への賞 賛の証 として、 「ジ ャッ

プ ロー ド」 と 「ジャ ップ レー ン」　 (Jap　Lane)の 名

を変 える よ う促す書状 を送 った。それで も、恥辱 は

残 ったままだ。到頭 い くらかの動 きがあった。何故

「ジャ ップ ロー ド」が改名 されな ければな らないの

かについての意見 を述べ るた めに、全 ての関係者 、

当事者 が、テキサス州ボーモ ン トで7月19日(.月)

に コ ミッシ ョナ ー会議 の審 問会 で意見 を述べ るよ

う招集 され た。た くさんの関心を持 つ市民が この審

問会 に参加 す るだ ろ うし、我 々 と しては、 コ ミッ

シ ョナ ー会議 のメ ンバ ー達 に、改名 を迫ってい るの

が地元 の コミュニテ ィーに留 ま らず 、全米的な支持

が あ る の だ とい う事 を示 して や りた い の だ 。

「ジャ ップ ロー ド」 とい う名 は、その土地に住み、

アメ リカ合衆 国のために闘い、地域 社会 を築 くの に

貢献 した 日系米人達 の記憶 を汚す ものだ。　 「侮辱 」

に抗議 し、コミッシ ョナー会議を動か して この恥ず

べ き通 りの名 を変 え させ よ う。7月18日 まで有効

だが、以下の請願 書に署名 をお願 い したい。7月19

日の審 問会 に提 出 され る事 になる。[以 下、請願 書

のHPが 記 され ている]】

　 3)最 後に、2004年8月7日 付けのnwasianweekly.com

の記事 を紹介 しておきたい。

　 【我 々 は 、 テ キ サ ス州 フ ァネ ッ トの 不 快 な

「ジャ ップ ロー ド」の名 を変 える事に費や した努力

が、この地域の 日系移 民の遺産をま るで無視 した新

しい名 になって しまった事 に失 望 してい る。市民達

は、投 票に よって、10年 前 に廃業 したテキサス州

南東 部 の有名 なナマ ズ料 理 の店 に ちなんで 、 この

4.3マ イ ル の 通 りを 「ブ ー ン ドッ ク ス 通 り」

(Boondocks　 Road)と 名付 けたのだ。「ジャップ ロー

ド」の名 は、元々1900年 代初頭 に この地に入植 し

た稲作農家 を称 え るために名付 け られ た。郡 コ ミッ

シ ョナ ー会議 は、今 週初め にブー ン ドックス を承認

して しまった。我 々が先 月、コ ミッシ ョナー会議 に

よる 「侮蔑的 で人種差別的 な 「ジャ ップ」とい う名

を と り除 こ う」 とい う決議 に拍手 を送 っただけ に、

この新 しい名 には落胆 してい る。日系米人の活動家

達 が名前 を改め させ よ うと闘っている問に、何度 も

何度 も、 「ジャ ップ」とい う言葉 をと り除いて しま

うのは町 の歴 史の一部 を消 し去 るの と同 じだ と言

われた ものだ。しか し今 となって は、この地 に稲作

を持 ち込 んだマユ ミー家 の遺 した もの を保存 す る

の に関心のない者 が、そ うした市民 の中には多数い

る事が はっき りした。投票 した ジャ ップロー ドの住

民170名 の 内、100名 以上が、Mayumi　 Road、　Japan

Road、　Japanese　Roadと い った選択肢 もあったのに、

Boondocks　 Roadを 選んだのだ。

　 新 しい名 を選 ぶ 仕 事 に任 命 され た者 の 一人 の

ウェイ ン ・ライ トは、今週 ロイ ター通信 にこ う語 っ

てい る。　 「彼 等(日 系米人)はll年 間も我 々を攻

撃 して きた。彼等 もそ こか ら何 か を学んで欲 しい。

この件 について は、勝者 はいないんだ」また、ライ

トは、住 民の中にはMayumiの 発音 がで きない者 も

多いか らとして、新 しい名前 を擁i護してい る。

　 ライ トの発言 に苦 々 しさをか ぎ とるの は難 しい

事ではない。町の住 民は、ポ リテ ィカル ・コ レク ト

ネ スのた めに通 りの名 前 を変 え させ られ る事 に面

白くない気分 を味わ って きた。それで、彼等 は、町

の歴 史 を示 しなが らも、同時 に抗議す る者達 の要求

に たや す く屈 した よ うには ど うや って も見 られ な

い名 前 を選んだのだ。

　 そ うした些事 に関わ る必要は あるまい。

　 た くさんの者が、この何十年 もかかったジャ ップ

ロs-一一・iドの退屈な長話(saga)が 到頭 決着 し、今 は新

しい名 にな った と思 ってい る。ただ、我 々はそ うと

は言 えないので はと恐れてい る。テ キサ スのこの町

の住民 と 日系米人社会 との問の緊張 は、直 ぐにも消

えるわ けで はあるまい。年月が傷 を癒す だろ うか?

まだ、判断がつかない ところだ。

　 尤 も、日系米人の活動家達 は既 に、住 民や訪 問者

が この地域 におい てのマユ ミー家 を始 め とす る 日

本人農 民 の貢 献 を思 い起 こす こ とが出来 る よ うな

「歴史 を表す標識」 を建 て る計画 を提案 してい る。

道路標識 が無理な ら、こ うした標識 が次善 の策 と言

える。我 々が希 望 してい るところだが、それ は、来

るべ き世代 に とっての教育 的な手段 ともな るだ ろ

う。我 々が以前 に述べた よ うに、ジャ ップロー ドと

い う名 を変 えさせ るた めに長い間闘 って きたJACL

ヒュース トン支部や 国 中の無 数の人 々 におめで と

うと言いたい。ある集 団全体 を貝乏めるよ うな言葉遣
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いが、道路標識 に現れ てはい けない。だか ら、そ う

した道路標識 が取 り除かれ たのは良い事 であ る。た

だ、この町がマユ ミー家の遺 した物 さえも取 り払わ

ねば と考 えた事 につ いては、悲 しみ を覚 えるのみで

ある。 】

　 テキサスの 日系人 は、人 口の1%に 満たないが(テ

キサス州 の 日系人 は、1990年 の国勢調査 では15,172

人)、 入植 の歴 史は古い。1900年 頃、ヒュース トン

商業会議所 と日本 の総領事 との話 し合 いの場 で、稲

作技術 の向上のた めに 日本人 の協力 が懇請 された。

1903年 には、サイバ ラ氏率 いる30家 族が入植 し、

その地域 の稲 作は劇 的 な改善 を見せ た。1914年 ま

で、入植者 が 日本 か ら次々 とや って来た。第二の波

は、1920年 頃で、 これ はカ リフォル ニアの反 日感

情 を逃れ てや って来 た 日系人 であった。

　 さらに、大変 良 く知 られてい る挿話で ある し、2)

のJACLのHPの 記事 に も顔 を出す が、1944年10

月30日 、442部 隊が、　 「失われた大隊」 と呼ばれ

たテキサス大隊(第36師 団141連 隊第1大 隊。テ

キサス州兵 を中心に編成)を 救 出 してい る。211名

のテキサス大隊を救 出す るために、そのほぼ4倍 が

死傷 した とい う激 しい戦 闘であった。ちなみに、サ

ン ドラ ・タナマチ夫 人のお じも、第二次大戦で戦死

している。テキサス と 日本 人、日系人 との関わ りは

薄 くはないのであ る。

　　　 　　　　　　　　　　　　 　　 (2006.9.15)
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